
 

 

人口減少に打ち勝つための総合戦略の推進 

      ※予算額は、R８年度当初予算と令和７年度１１月補正予算（国土強靱化対策等）、 

       ２月補正予算を含む 

基本目標Ⅰ 活力ある産業をつくる 

（１）魅力ある農林水産業づくり                 

     ―１６、３３５百万円【当初１５９８３百万円：補正３５２百万円】 

・気候変動に対応した米づくりを進めるため、高温耐性品種への転換を推進 

・水田園芸を拡大するための機械の共同利用に取り組む農業者や、有機農業に 

  新たに取り組む農業者を支援 

・農業大学校においてスマート農業等に対応した教育研修機能を強化 

・地域主導による産地ビジョンの取組に必要な施設整備を支援 

・農業共同利用施設の 再編集約・合理化を支援 

・ＪＡＳ製材品の供給体制構築のための支援と、非住宅建築物での県産木材の 

  利用促進のための支援を拡充  

・沿岸漁業の新規就業（独立型）希望者の研修体制を充実 

 

（２）力強い地域産業づくり      

                 ―９３８９百万円【当初９３８９百万円】 

・県西部にＤＸコーディネーターを新たに配置し、デジタル化による業務効率 

化に関する県内中小企業からの相談等に対応 

・商業・サービス業の県外進出や、インターネット販売事業の強化を支援 

・支援の対象となる雇用要件の緩和等により、第三者への事業承継を促進 

・企業立地認定の要件緩和により、町村へのソフト産業の立地を促進 

・県西部の県営工業団地の分譲を促進するため、ＦＩＴ非化石証書の購入費を 

助成する制度の創設などを実施 

  ※ ＦＩＴ非化石証書：再生可能エネルギーなどから生成した電気の環境価 

値を証書化したもの 

・山陰道の延伸にあわせ、県東部から西部への観光誘客の促進に向けた取組 

 を実施 

・石見銀山発見５００年・世界遺産登録２０周年を契機とした魅力発信と、観光 

誘客に向けた取組を実施 

・国際チャーター便誘致によるインバウンドの促進や、テレビ番組などを活用 

した観光誘客を実施 

   ・ JR木次線を活用した観光誘客を推進 

   

（３）人材の確保・育成                      

                ―１５３０百万円【当初１５３０百万円】 

・企業の採用力を強化するため、新規学卒者等のインターンシップの充実に取り 

組む企業を支援 



 

 

・ＩＴ・デジタル人材の育成を促進するため、西部高等技術校の機能を活かした 

職業能力開発短期大学校の新設に向けた具体的な検討を実施 

・外国人材の職場定着に向け、企業における日本語学習の実施を支援 

 

基本目標Ⅱ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

（１）結婚・出産・子育てへの支援 

       ―１９，４１７百万円【当初１８７１３百万円：補正７０４百万円】 

①  結婚への支援 

   ・「しまコ」の登録手数料の簡素化と利便性向上に向けたシステム改修 

②   妊娠・出産・子育てへの支援 

・遠方の医療機関等において出産、妊婦検診、不妊治療等が必要な場合に、 

   交通費等を支援 

・産前・産後のサポート体制を支援 

・こっころアプリの利便性向上に向けたシステム改修を実施 

・小中学生を対象とした子ども医療費助成を実施し、市町村と連携して、 

県内全域で医療費助成の対象を１８歳（高校生等）まで拡大するととも 

に、市町村独自の子育て支援施策を充実   

  ・所得に低い世帯等における３歳未満の第１子、第２子や多子世帯におけ 

る３歳未満の第３子以降の保育料を保育料を軽減 

・石見・隠岐地域等の出身者が県内の保育士養成施設に進学する場合に、 

   必要となる家賃相当額を貸付 

・放課後児童クラブのと待機児童解消と利用時間延長を支援 

  ・体験活動や学習習慣定着等の取組を支援 

  ・夏休み等長期休業期間中の一時預かりの実施に必要な経費を支援 

   ・子育て環境の改善につながるリフォームを行う子育て世帯を支援 

  ・ いわゆる教育無償化に対応し、公立小学校の給食費の抜本的な負担軽減 

   を行うとともに、高等学校の授業料等への支援を拡充 

 ③  子どもの学びへの支援 

  ・発達の段階に応じた学力育成の取組を推進 

   ・希望する全ての小中学校を対象に、学習のつまづきを把握する調査（た 

    つじんテスト）を実施 

  ・県立高校における学力の底上げや理数教育の強化に向けた取組を実施 

  ・不登校や発達障がいなど教育上の配慮が必要な子どもの学びを支援 

        

基本目標Ⅲ 地域を守り、のばす 

（１）中山間地域・離島の暮らしの確保             

          ―３、８３１百万円【当初３７６５百万円：補正６５百万円】 

     ・「小さな拠点づくり」モデル地区の取組の横展開を図るため、持続可能な 

コミュニティづくりに向けた実践活動を支援 



 

 

       ・生活交通、医療、買い物、燃油等の生活機能を旧市町村単位で維持確保す 

     るため、市町村等が実施する対策を支援 

      ・集落単位より広いエリアで地域の営農を守っていくための人材確保や機 

械等の整備を支援 

    ・捕獲の担い手確保・育成に向けた銃猟の技術向上への支援等により、野 

生鳥獣被害対策を拡充 

  （２）地域の強みを活かした圏域の発展                

             ―４７１百万円【当初４６１百万円：補正１０百万円】 

    ・島根県立大学浜田キャンパスにおいて、地域社会や国際社会の多様な分 

野で活躍する人材を育成 

    ・世界文化遺産石見銀山遺跡、隠岐ユネスコジオパークや自然公園を活用 

した地域活性化を推進 

  

  （３）地域の経済的自立の促進                     

                     ―１６９百万円【当初１６９百万円】 

    ・中山間地域・離島の資源を活用したスモール・ビジネスの取組への支援 

強化 

      ・地域内経済循環の促進のための地産地消や地域での消費拡大に向けた取

組を実施 

   

  （４）地域振興を支えるインフラの整備             

      ―３７、００５百万円【当初２８１５６百万円：補正８８４８百万円】 

    ・誘客促進対策やハード整備による県内３空港の利用促進と利便性向上 

    ・デジタル技術を活用した地域課題の解決に向け、産官学民が連携したプ

ラットホームを整備し、人材育成やＩＣＴの利活用を推進 

   

  （５）地域の生活基盤を支える人材の確保 

          ―２、３２４百万【当初１５３０百万円：補正７９４百万円】 

    ・地域生活交通を担うバス事業者の採用活動と、採用後の人材育成を支援 

    ・医療・介護・福祉サービスや建設産業を担う人材確保を支援 

 

基本目標Ⅳ 島根を創る人をふやす 

（１）島根を愛する人づくり                   

                 ―２、０１５百万円【当初２０１５百万円】 

      ・学校と地域が一体となり、多様な主体が参画した協働体制（高校魅力化

コンソーシアム）の取組を全ての県立高校で展開 

      ・県立大学との高大連携の取組や、入試改革に適応した学力の底上げ図る

ため、主幹教諭を全ての県立普通科高校に配置 



 

 

    ・島根かみあり国スポ・全スポに向けた選手や指導者の確保・育成を進め

るとともに、大会ボランティアなど大会を支える人づくりを推進 

     ・子どもたちの地域への愛着や、地域への貢献意欲の醸成につながる「ふ

るさと教育」を市町村等と連携して推進 

  

 （２） 新しい人の流れづくり 

                 ―１、８１７百万円【当初１８１７百万円】 

    ・キーフレーズ「誰もが、誰かの、たからもの。」で表現する島根の魅力

の情報発信 

    ・Ｕターン・Ｉターンや若者の県内就職を促進 

       ・県外の移住相談会の開催や民間大手転職フェアへの出展を強化 

      ・学生就職アドバイザーを配置し、県外大学等からの県内就職を促進 

      ・県出身学生等を対象とした地元情報の発信やイベントの開催等、学

生と地元のつながりを創出する市町村の取組を支援 

       ・大学生等が県内で就職活動を行う際の宿泊・交通費を助成  

  

（３） 女性活躍の推進                        

                    ―２０７百万円【当初２０７百万円】 

       ・仕事と生活の両立に向けた環境整備を進める企業への支援を実施 

       ・子育てや介護をしやすい柔軟な働き方ができる環境を整える中小・

小規模事業者に対し奨励金を交付 

          ・社内にロールモデルが少ない女性を対象とした社外メンター制度や

働く女性を対象としたスキルアップセミナー・交流会の開催などに

より女性のキャリヤ形成を支援 
 


